
赤
木　
昨
年
12
月
議
会
で
提
案
し
た
防

犯
灯
の
E
S
C
O
事
業
化
の
進
ち
ょ
く

状
況
と
既
存
施
設
は
。
ま
た
、
公
共
施

設
の
屋
根
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
「
屋
根
貸
し
」
事
業
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。熱
中
症
対
策
で
は「
ミ

ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
」
や
体
育
館
に
は
「
気

化
式
涼
風
装
置
」を
配
備
で
き
な
い
か
。

各
所
管
部

一
万
灯
を
超
え
る
防
犯

灯
の
現
状
調
査
を
実
施
し
、
平
成
26
年

３
月
ま
で
に
L
E
D
化
を
行
う
準
備
を

し
て
い
る
。
既
存
施
設
の
L
E
D
化
も

当
然
検
討
す
る
。
屋
根
貸
し
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
推
進
の
有

効
な
手
段
で
あ
り
、早
急
に
検
討
す
る
。

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
は
試
験
的
に
設
置

し
、
気
化
式
涼
風
装
置
は
、
学
校
現
場

を
調
査
し
、
検
討
し
た
い
。

【
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
】

赤
木　

幹
線
道
路
全
体
の
事
業
進
ち
ょ

く
状
況
は
。
ま
た
第
二
天
草
瀬
戸
大
橋

は
こ
れ
ま
で
、
県
・
市
を
は
じ
め
関
係

者
の
皆
様
が
粘
り
強
く
陳
情
活
動
し
て

こ
ら
れ
た
。
公
明
党
も
２
月
21
日
に
蒲

島
知
事
と
共
に
江
田
衆
議
院
議
員
と
党

県
議
団
３
人
が
、太
田
国
交
大
臣
に「
重

点
要
望
書
」
を
提
出
。
5
月
15
日
に
は

整
備
区
間
に
格
上
げ
さ
れ
た
。
第
二
天

草
瀬
戸
大
橋
は
「
命
の
道
」
と
し
て
も

重
要
。地
震
・
津
波
へ
の
警
戒
も
含
め
、

災
害
時
に
避
難
場
所
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
ラ
セ
ン
階
段
な
ど
の
設
置
は
で

き
な
い
か
。

建
設
部
長  

熊
本
市
近
見
町
〜
三
角
町

（
32
㎞
）は
国
、
三
角
町
〜
天
草
市
港
町

（
38
㎞
）は
県
が
整
備
し
、
事
業
進
捗
率

は
19
％
。
避
難
場
所
と
す
る
ラ
セ
ン
階

段
は
、
設
計
時
に
検
討
し
た
い
。

赤
木  
胃
が
ん
の
90
％
以
上
が
ヘ
リ
コ

バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
に
よ
る

胃
炎
が
原
因
。
菌
を
除
菌
す
る
対
応
症

に
今
年
2
月
保
険
適
用
に
な
っ
た
が
、

市
民
へ
の
周
知
は
無
い
。除
菌
す
れ
ば
、

胃
が
ん
の
抑
制
策
に
つ
な
が
る
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
張
る
な
ど
市
民
へ
の
啓

発
・
周
知
を
強
く
推
進
す
べ
き
だ
。

A
B
C
検
診
の
推
進
も
図
る
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部　

  

指
摘
の
通
り
で
あ

り
、除
菌
治
療
は
医
療
機
関
と
連
携
し
、

情
報
提
供
に
努
め
た
い
。
A
B
C
検
診

は
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
と
胃
の
委
縮
状
態

を
検
査
し
、
危
険
度
（
リ
ス
ク
）
を
判

定
す
る
も
の
で
、
国
の
動
向
を
注
視
し

た
い
。

浜
崎
「
安
倍
内
閣
が
発
足
し
て
か
ら
、

暮
ら
し
向
き
の
中
で
、
景
気
が
よ
く
な

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
か
」
の
問
い
に

77
・
７
％
が
「
感
じ
な
い
」
と
答
え
て

い
る
。
天
草
市
に
お
い
て
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
経
済
効
果
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
　

 

本
市
な
ど
で
は
人
口
減
少
や

少
子
化
の
進
行
に
よ
る
閉
塞
感
が
漂
っ

て
お
り
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経
済
効

果
を
実
感
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

浜
崎  

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
一
番
被
害
を
受
け
る

天
草
市
に
と
っ
て
、
死
活
問
題
に
な
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
断
固
と
し
て
反
対
す
る
こ
と

を
、
天
草
市
長
は
表
明
す
べ
き
。

答　

  

九
州
市
長
会
に
お
い
て
、
米
・
牛

肉
な
ど
の
基
幹
作
物
に
つ
い
て
は
、
関

税
撤
廃
の
除
外
措
置
を
求
め
る
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
参
加
に
伴
う
国
益
の
堅
持
に
関

す
る
決
議
」
を
政
府
に
提
出
し
、
交
渉

し
て
い
る
。
国
益
や
地
域
を
守
る
立
場

は
貫
き
通
し
た
い
。

浜
崎  

安
倍
政
権
に
よ
る
急
激
な
円
安

で
燃
油
が
高
騰
し
て
、
漁
業
経
営
を
直

撃
し
て
い
る
。
市
と
し
て
、
農
林
水
産

業
、
地
場
産
業
を
守
る
た
め
の
対
策
・

施
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
　

 
小
規
模
漁
業
者
の
特
例
と

し
て
漁
協
一
括
加
入
が
可
能
に
な
っ

た
。
関
係
機
関
と
と
も
に
早
急
の
制
度

活
用
に
向
け
、
要
請
に
取
り
組
む
。

浜
崎  

観
光
客
の
皆
さ
ん
に
天
草
の
魅

力
を
、
よ
り
多
く
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

取
り
組
み
と
同
時
に
、
変
更
可
能
な
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
検
討
が
必
要
だ

と
考
え
る
。

答
弁　
　

 　

  

集
客
数
は
、
こ
こ
数
年

ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で
推
移
。

浜
崎  

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
地
域

の
宝
物
探
し
と
確
認
作
業
・
調
査
を
行

う
こ
と
を
要
望
す
る
。

答
弁　
　
　

   

市
単
独
で
の
調
査
は
困

難
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
掘
、

再
発
見
に
つ
い
て
は
、
専
門
機
関
な
ど

と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
、
可
能
性

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

浜
崎  

川
内
原
発
よ
り
、
40
キ
ロ
圏
内
。

原
発
は
、
稼
動
（
運
転
）
す
る
た
び
に

核
廃
棄
物
が
発
生
す
る
。
将
来
、
子
々

孫
々
未
来
永
劫
に
わ
た
っ
て
、
住
民
の

生
活
が
脅
か
さ
れ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
天
草
は
推
進
し
て
い
く
べ
き
。

答
弁  

将
来
的
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く
べ
き
だ
と

考
え
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
推
進
を

胃
ガ
ン
抑
制
策
と
な
る
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
燃
油
高
騰
・
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
発
問
題
に
つ
い
て

浜崎義昭
議員

赤
木

赤
木

赤
木

浜
崎

浜
崎

浜
崎

浜
崎

浜
崎

浜
崎

大
塚   

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
進
ち
ょ

く
状
況
は
。

経
済
部

 

昨
年
９
月
か
ら
10
月
に
、

農
政
懇
談
会
で
事
業
の
目
的
や
プ
ラ
ン

策
定
の
手
順
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

を
説
明
。
地
域
農
業
の
担
い
手
と
な
る

認
定
農
業
者
を
中
心
に
10
地
区
の
プ
ラ

ン
を
策
定
。
12
人
が
青
年
就
農
給
付
金

を
受
け
て
い
る
。

大
塚  

プ
ラ
ン
の
今
後
の
推
進
方
法
は
。

経
済
部

 

農
地
集
積
プ
ラ
ン
を
作
成

す
る
集
落
に
は
、
積
極
的
に
支
援
を
行

う
。
適
切
な
プ
ラ
ン
の
作
成
・
実
行
に

取
り
組
む
地
域
に
事
情
精
通
者
を
実
践

員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
、
就
農

給
付
金
対
象
者
の
掘
り
起
こ
し
に
取
り

組
む
。

大
塚　
農
業
担
い
手
公
社
に
つ
い
て
。

経
済
部

本
年
２
月
に
天
草
市
農
業

担
い
手
公
社
設
立
準
備
委
員
会
を
設

置
。
委
員
に
は
両
農
協
の
組
合
長
、
経

済
担
当
常
務
、
農
業
委
員
会
の
会
長
・

会
長
職
務
代
理
者
、
市
か
ら
市
長
、
副

市
長
が
委
員
と
な
り
、
８
名
の
委
員
で

構
成
、
県
振
興
局
長
に
も
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。

大
塚   

ど
の
よ
う
な
姿
の
公
社
に
な

る
か
。

経
済
部　

 

準
備
委
員
会
に
構
成
団
体

に
よ
る
実
務
者
会
議
を
設
置
。
そ
の
協

議
で
は
①
研
修
事
業
②
農
地
利
用
集
積

円
滑
化
事
業
③
農
作
業
受
託
事
業
④
収

益
事
業
の
４
本
を
基
本
に
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
研
修
は
直
営
農
場
が
望
ま
し

い
が
、
職
員
を
多
数
抱
え
る
と
公
社
の

財
政
運
営
に
支
障
を
き
た
す
の
で
、
認

定
農
家
や
営
農
組
合
な
ど
に
協
力
い
た

だ
け
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

大
塚  

公
社
は
国
の
農
地
集
積
バ
ン
ク

の
受
け
皿
に
な
り
得
る
か
。

経
済
部　

 

実
務
者
会
議
で
農
地
利
用

集
積
円
滑
化
事
業
で
対
応
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
る
。

大
塚  

受
け
皿
に
な
る
よ
う
最
大
の
努

力
を
要
望
す
る
。
国
の
方
針
に
乗
っ
て

「
天
草
農
業
、
農
村
所
得
倍
増
10
カ
年

計
画
」
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長  

今
年
、
機
構
改
革
を
実
施
、
各

部
に
政
策
担
当
課
を
設
置
し
た
。
本
市

の
基
幹
産
業
は
一
次
産
業
で
そ
の
振
興

と
商
工
業
と
の
連
携
に
よ
る
六
次
産
業

創
出
す
る
に
は「
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

は
重
要
で
経
済
部
の
担
当
課
に
策
定
す

る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
と

農
業
担
い
手
公
社
に
つ
い
て

大
塚

大
塚

大
塚

大
塚

大
塚

大
塚

大塚基生
議員

赤木武男
議員

経
済
部
長

市
長

経
済
部
長

観
光
文
化
部
長

市
民
生
活
部
長

市
長

経
済
部
長

経
済
部
長

経
済
部
長

市
長

経
済
部
長

経
済
部
長

各
所
管
部
長

建
設
部
長

健
康
福
祉
部
長

あまくさ市議会だより 11 あまくさ市議会だより 10

一 般 質 問

蓮
池　
日
本
国
憲
法
の
原
則
は
、
主
権

在
民
・
戦
争
放
棄
・
基
本
的
人
権
だ
が
、

議
会
制
民
主
主
義
と
地
方
自
治
制
度
を

加
え
て
5
原
則
と
す
る
分
類
で
は
、
地

方
自
治
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
地
方
自
治
法
や
地
方
交
付
税

法
等
が
あ
る
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ

ム
の
思
想
と
根
拠
は
憲
法
に
起
因
す

る
。
そ
こ
で
、
市
民
生
活
や
日
常
的
な

地
方
行
政
運
営
上
で
憲
法
の
諸
規
定

が
、
そ
の
矛
盾
や
桎
梏
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

　
む
し
ろ
戦
後
60
年
あ
ま
り
、
一
人
の

戦
死
者
や
犠
牲
者
も
出
さ
ず
に
き
た
の

は
、
日
本
国
憲
法
の
賢
明
な
判
断
や
行

動
も
あ
っ
た
と
思
う
。
行
政
的
・
事
務

的
に
改
正
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
正
し

い
と
は
思
え
な
い
が
。

　
と
り
わ
け
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム

を
維
持
す
る
為
の
財
源
確
保
で
は
、
地

方
交
付
税
の
改
変
が
一
番
危
険
。
す
で

に
、
今
年
度
の
地
方
交
付
税
は
減
額
計

上
し
て
あ
る
が
、
地
方
公
務
員
の
給
与

削
減
と
生
活
扶
助
費
の
削
減
が
狙
わ
れ

て
い
る
。
生
活
保
護
捕
捉
率
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
様
に
高
い
率
に
は
及
ば

な
い
。
支
援
を
要
す
る
方
々
に
ス
ム
ー

ズ
に
手
が
差
し
の
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
に
は
、
今
回
の
措
置
は
逆
行
と
言
う

ほ
か
な
い
。
憲
法
25
条
の
規
定
が
最
大

限
尊
重
さ
れ
、
行
使
さ
れ
る
べ
き
。

総
務
部
長  

行
政
運
営
で
矛
盾
・
桎
梏

は
な
い
。

【
改
憲
手
続
き
条
項
の
策
動
は
、

憲
法
99
条
に
抵
触
し
な
い
か
】

蓮
池　
憲
法
99
条
は
憲
法
擁
護
尊
重
義

務
規
定
で
、
為
政
者
や
公
務
員
に
課
し

て
あ
る
。
今
の
総
理
や
政
権
党
の
方
々

は
、
憲
法
を
作
り
変
え
よ
う
と
し
て
い

る
。明
ら
か
に
99
条
抵
触
と
思
え
る
が
。

実
質
的
な
学
習
機
会
を
通
じ
て
、
憲
法

の
先
駆
的
な
規
定
や
狙
い
を
身
に
つ
け

て
い
く
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
。

　
か
つ
て
京
都
府
庁
で
は
、「
憲
法
を

暮
ら
し
の
中
へ
」
を
庁
舎
に
懸
け
て
い

た
と
聞
く
。
憲
法
を
地
方
行
政
そ
の
も

の
に
生
か
す
こ
と
、
市
民
生
活
に
生
か

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

市
長　

本
市
職
員
は
、
日
頃
か
ら
基
本

的
人
権
の
尊
重
を
は
じ
め
憲
法
の
規
定

を
念
頭
に
行
政
に
あ
た
っ
て
い
る
。

※
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
…
国
が
国
民
に
対

し
て
保
障
す
る
最
低
限
の
生
活
水
準
。

※
桎
梏
…
足
か
せ
、
自
由
を
束
縛
す
る
も
の
。

憲
法
を
中
心
と
す
る
法
体
系
を

変
更
す
べ
き
で
な
い

蓮
池

蓮
池

蓮池良正
議員

総
務
部
長

市
長

し
っ
こ
く

※ ※


